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トピックス 5　米国の高校で物理履修率が増加
　2008 年 7 月に米国物理学会が公表した高校の物理教育に関する報告書によると、米国では物理を
履修する生徒が 20 年間で 20％から 33％に増加した。特に、履修者が少なかった女子やマイノリテ
ィにおいて増加が見られ、2005 年の調査では、履修者の半数が女子であり、従来極めて少なかった
アフリカ系やヒスパニック系でも 4 人に 1 人が物理を履修するに至った。報告書は、増加の要因は、
数学的知識をあまり使わずに物理の考え方を学べるコースを設置して履修者層を広げるなど、教育内
容や方法の改善にあるとしている。しかし、生物や化学に比べると依然として履修者が少ないこと、
上級コースの履修率には性別や民族による差、社会階層や進学の意向による差が依然として存在する
など、未解決課題も残されている。
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（参考）我が国では、高校普通科において、基礎理科、理科
総合 A、理科総合 B、物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰ、地学Ⅰか
ら 2 科目以上（基礎理科、理科総合 A、理科総合 B のうち
1 科目は必須）を履修する。2008 年度の教科書採択状況は、
次のようである。3 必須科目の冊数比率は、基礎理科 7%、
総合 A62%、総合 B31% であり、物理を含む総合 A の比率
が高い。3 必須科目の冊数合計に対する各科目冊数の割合を
算出すると、物理Ⅰ 23%、化学Ⅰ 43%、生物Ⅰ 51%、地学
Ⅰ 6% となる。（冊数出所：「内外教育」2008 年 3 月 25 日号）
　2008 年 7月、米国物理学会は高校物理教育に関す
る報告書「クリティカルマスへの到達」を公表した。こ
れは、2005 年に実施した米国高校物理教育全国調査
の結果を中心に、1987 年からの約 20 年間の量的変
化を概観したものである。
　報告書は、物理を学ぶ生徒が 20 年間で 20% か
ら 33% に増加し、履修の裾野が広がったと述べてい
る。特に、女子の履修者数が半数を占めるに至ったこ
と（39% → 47%）、履修率が 1 割程度であったアフリ
カ系やヒスパニック系において4人に1人が履修するよ
うになったことを挙げ、物理は理系進学を目指す白人
やアジア系の男子生徒だけのものではなくなったとして
いる。また、物理の上級コ スーを履修する生徒数も 3
倍に増加したと述べている。
　増加の要因としては、教育内容や方法の改善が挙げ
られている。数学的知識をあまり使わずに物理の考え
方を学べるカリキュラム、参加型の探求的な授業、高
校卒業や大学入学の基準変更等により、基礎的知識を
学ぶ生徒、および高度な知識を学ぶ生徒を共に増加
させた。教員の物理教育経験増加等、履修増の正のフ
ィー ドバックにも触れている。
　米国では、1980 年代から科学リテラシー向上の各
種の取り組みがなされてきた。1983 年には、教育改
革が喫緊の課題とする報告書「国家の危機（Nation at 
Risk）」が教育省から出され、高校での 3 年間の理科
履修、全ての生徒に適するよう多様なカリキュラムの検
討、高校卒業や大学入学の基準の厳格化等が提言さ
れた。1985 年からは米国科学振興協会（AAAS）に
おいてプロジェクト2061 が開始され、高校卒業までに
身につけるべき知識を示した「全ての人のための科学
（Science for All Americans）」がまとめられた。そ
の後、科学リテラシー基準（AAAS）や国家科学教育
高校での物理履修率の推移
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基準（国家研究評議会（NRC））等の作成、関連学協
会のイニシアチブ等、様々な機関で継続的な取り組み
がなされてきた。
　しかし、未解決の課題も残されている。生物（ほぼ
全員が履修）や化学（2/3 が履修）と比べると物理履修
率はまだ低い。また、上級コ スー履修においては、性
別や民族による差、社会階層や進学の意向による差が
依然として存在する。4 年制大学を目指す生徒にとっ
て物理は一般的になってきたが、卒業後職に就く生徒
や 2 年制大学を目指す生徒にとっては、物理はなじみ
の薄い科目のままである。
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